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Zyungo YOSIDA 1954 Crystal Plane which Appeared Spontaneously 

on an Ice-Sphere Artificially Produced in Vacuum. Low Temperature 
Science， Ser. A， 12. 

短 報

氷の球に自然に生じた結 而日日日

吉田順五

(低温科準研究所際用物理準部門)

(昭和ヨ9'"' 2月受理〉

との賓験は買ー空中に氷の球をつくり，球の直筏礎化速度を1Jllj定して水蒸気の氷表面で、の蒸殻

速度と擬結速度とをきめる目的ではじめたので、あるが，その目的はついに建しえられ友かっ

た。完全にちかい球の形の氷がつくれなかったからである。しかし多少ゆがんだ氷の球はで

きたので唱あって，あるときその球の一部に非常に平らな千両があらわれた。めやらしい現象

のように忠われるので，ととに報背してゐくわけで、あ

る。

第 1凶が賓験装置である O ブリキ板で上下にしきら

れた木の箱 B のなかにf，;;(1のようなガラスの存器がい
れである。 R，B， Cは銅製で銅の梓 Cには黒色ゴム

管をかぶせである。ただし，その下の師は露出してい

る。 B と D とのあいだはデコチンスキーセメントで

とめた。 M は水銀をいれた匝力計で、ある。

ま歩、常i毘の貰験室でPに少量の7Kをいれ， E を民主

ポンプにつないで、排気する。コック K をとじ，それ

からコック K'をとじて買空ポンプからとりはやし，

-300Cのf町臣賞l験室で、 pのなかの水を凍らせる。そ

して， とれを低温賀験室に前から入れて沿いた木の話i

B のなかに jなさめ，コック K を牛聞にし，木の~1'îの底

のlOWの電球をともして放置してたく。電球の電流

O.05Aでプリキ板の上の空間!の温度は宗祖 -300Cよ

り僅かに高い科二度になる O

銅の棒 Cは，拍のそとにあるラヂヱーグー R，Bと

つながっているので温度がひくく，その下端の面に P

7"りキ机
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のなかの氷から恭議した水蒸気が擬結する。棒Cの側面にはゴムがかぶせてあるので，ととに

はあまり蹴枯しない。三日か問日でCの下端!z:.也筏 lcmほどの透明な，ややf日平な氷の球が

できる。球の去聞には~"ffi1叩 j!kの松肢がみられ，との球が "1:1心から pq方八方に稜j主した氷のifi結

Ifllの集合でもるととを示している。

ととろで，あるとき， 2百2加!の23Etにみられるような千聞が球のうえにあらわれた。 Eうい

う経過3とたどってとれができたかは翻察しなかった。非常に平らな商で光をよく反射ナるが，

JE 商 側面

第 2 圏

ある方向からみると側めでとまかい織のような脱税がみとめられた。とのi聞の総の左下に接し

て，もうひとつ，方向のちがう小さな聞があり，さらに紘からはなれて右上の:J.j(z:.，もうひと

つの小さなl岡が認められた。

そのごとの質験はとりやめてしまったが， とのような方訟で，自然紡fY1i百1で、かとまれた氷の

結rlt'rを作る可能性があるように}目、われる。(文部省砕串研究費による)


